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介護福祉士課程における学内授業科目と学外実習の
関係性についての研究
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（人間学部人間福祉学科） 
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Off-campus Practical Training in the Certified Care Worker Program
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介護福祉士養成教育において、学内で学ぶ各科目の授業と学外で行う介護実習との関係性は高い。授業で
学んだ知識を実習の場で活用することで、専門職としての実践力につながる。学内で学んだことを実習でど
のようにいかすことができるのか、また実習で学んだことを学内での学習にどのようにつなげて学びを深め
ていくのか注目して検討を行う。本研究をとおして、①科目間連携を意識することの必要性、②アクティブ・
ラーニングの有効性を確認することができた。さらに今後の課題として、①今回得られた結果を授業の改善
に役立てていく、②介護実習Ⅱ・Ⅲについてもどのようにいかされていくのか継続して取り組んでいく、③

「コミュニケーション技術」「認知症の理解」も含めて、連携のあり方を考えていく、④今回は介護福祉士養
成における教育内容の全体像のごく一部の検討に過ぎないため、全体像をとらえた検討に発展させていく、
等が挙げられた。
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はじめに

介護福祉士養成教育において、学内で学ぶ各科目
の授業と学外で行う介護実習との関係性は高い。授
業で学んだ知識を実習の場で活用することで、専門
職としての実践力につながる。こうした介護福祉
士の養成教育は、厚生労働省社会 ･ 援護局長通知

（2011）「社会福祉士養成施設及び介護福祉士養成施
設の設置及び運営に係る指針について」においてカ
リキュラム・学ぶべき内容が示されている。その内
容に準拠して各種テキストが執筆され、テキストを
用いて授業も進められることが多い。しかし、介護
福祉士養成施設における教育内容として「領域」「教

育内容」「ねらい」「教育に含むべき事項」」は示さ
れているが、具体的な教授法までは示されていない

（表 1参照）。
また厚生労働省（2009）では、「介護福祉士養成

課程における教育内容の見直しについて」1におい

て　「資格取得時の到達目標」が示されている（表
2参照）。しかしどのようにして各教育内容におけ
る学びを関連づけ教授し、資格取得時の目標に到達
させていくのかについては具体的には示されてはい
ない。
ただし、前述の厚生労働省社会 ･ 援護局長通知

（2011）において、「8 教育に関する事項」として
「（2）別表 1から 3までに定める教育内容ごとに、
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資格取得時の介護福祉士養成の目標、当該教育内容
が含まれる領域の目的及び当該教育内容のねらいを
踏まえ、介護福祉士養成施設としてふさわしい科目
となるよう、科目編成を行うこと。この場合、当該
教育内容に係る科目には、当該教育内容に係る教育
に含むべき事項が全て含まれていること。また、一
の教育内容に複数の科目を設定する場合には、一の
科目に少なくとも一以上の教育に含むべき事項が含
まれ、かつ、当該教育内容に係る全科目をとおして
教育に含むべき事項が全て含まれていること。」2と

示され、各教育内容の関連性や全体像をとらえた教
育が必要とされることがうかがえる。

そこで本研究では、介護福祉士養成教育の全体像
の中から、各教育内容の関連性について意識し、授
業科目連携の取り組みの一例として学内授業科目か
ら「介護の基本Ⅱ」「介護の基本Ⅲ」、学外実習から

「介護実習Ⅰ」「介護実習Ⅱ」について取り上げ、学
内で学んだことを実習でどのようにいかすことがで
きるのか、また実習で学んだことを学内での学習に
どのようにつなげて学びを深めていくのか注目して
検討を行う。各科目間の位置づけと関係性を整理し、
より効果的な学習方法の検討を探る一助としたい。

表１　介護福祉士養成施設における教育内容（例）

領域 教育内容 ねらい 教育に含むべき事項

介護 介護の基本 
（180 時間）

「尊厳の保持」「自立支援」という新しい
介護の考え方を理解する とともに、「介
護を必要とする人」を、生活の観点から
捉えるための 学習。また、介護におけ
る安全やチームケア等について理解する 
ための学習とする。

① 介護福祉士を取り巻く状況 
②  介護福祉士の役割と機能を 支えるしくみ
③ 尊厳を支える介護
④ 自立に向けた介護 
⑤ 介護を必要とする人の理解 
⑥ 介護サービス 
⑦ 介護実践における連携 
⑧ 介護従事者の倫理
⑨  介護における安全の確保とリスクマネジ
メント

⑩ 介護従事者の安全

介護実習 
（450 時間）

①  個々の生活リズムや個性を理解するという観点から様々な生活の場において個別ケ
アを理解し、利用者・家族とのコミュニケーションの実践、介護技術の確認、多職
種協働や関係機関との連携を通じてチームの一員としての介護福祉士の役割につい
て理解する学習とする。 

②  個別ケアを行うために個々の生活リズムや個性を理解し、利用者の課題を明確にす
るための利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の修正
といった介護過程を展開し、他科目で学習した知識や技術を統合して、具体的な介
護サービスの提供の基本となる実践力を習得する学習とする。

※ 「社会福祉士養成施設及び介護福祉士養成施設の設置及び運営に係る指針について」（厚生労働省社会・援護局長通知；
2011）より本研究に直接関連する「介護の基本」「介護実習」のみ抜粋して作成した。下線は筆者が加筆した。
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１．研究の背景

前述の厚生労働省社会 ･ 援護局長通知（2011）に
おける介護福祉士養成教育の内容は、資格取得時に
専門職としてのスタートラインに立てる力を身につ
けられるように、学習すべき内容として示されてお
り、平成 29 年度から養成校の卒業生も必須となる
介護福祉士国家試験においても、その内容について
問われることになる。このため、示された通りの教
育内容を学んでいくことは当然求められる。だが示
された内容ごとに学ぶのではなく、より質を高め、
現場でいかせる力にしていく必要があるのではない
だろうか。
また、本学人間福祉学科のカリキュラム・ポリシー
においても「①人間の福祉と介護に関する基幹科目、
人間性の理解、社会福祉制度・政策、福祉支援に関
する知識と演習および実習を通じて、福祉社会に向
けた研究および福祉実践能力を備えた人材を育成す
るカリキュラムを編成」3とあり、授業で学ぶ知識
と実習で学ぶことの全体を通じて教育がなされてい
くことが示されている。人間福祉学科における介護
福祉士養成としても同様の意識である。
さらに、介護福祉士という専門職の養成課程であ
る側面から「各科目理解の上、総合的に活用して現
場で使える力を養う」とともに、大学教育である側
面から「学問的探求や研究的な視点を持った学び」

も必要となる。両方の側面からも、授業で調べたこ
と・学んだことを実習でいかす、実習で学んだこと
を大学の授業に戻っての学びにいかす、ということ
を学生に意識化させることが学習をより効果的に進
めるためには重要である。そのためには学生が主体
的に学ぶ姿勢を身につけることや、学生の様子に応
じて教員がファシリテーターの役割も担うことも必
要となる。近年注目されるアクティブ・ラーニン
グ（能動的学修）の視点を持ち学内の授業において
も主体的な学習をすることで、実践的な学びの場で
ある実習にいかすことができる。しかし、アクティ
ブ・ラーニングを活用しての授業展開や科目間連携
を意識した取り組みについての論文はあまり見られ
ない。つまり、重要性や有用性は理解されていると
思われるが、十分な検討や活用がなされてはいない
ことが推察される。アクティブ・ラーニングの姿勢
を身につけることは、将来専門職として学び続ける
基礎にもなると考え、授業展開を試みていきたい。

２．先行研究

ここで先行研究について概観していく。
1　介護福祉士課程における科目間連携

福田ら（2013）は、介護福祉学科での FD 活動を
通して、教員自身が「科目間連携」を意識すること
を目的に「介護過程」における科目間連携の「見え

表２　資格取得時の到達目標

1. 他者に共感でき、相手の立場に立って考えられる姿勢を身につける 
2. あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護の知識・技術を習得する
3. 介護実践の根拠を理解する
4. 介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、活用・発揮させることの意義について理解できる 
5. 利用者本位のサービスを提供するため、多職種協働によるチームアプローチの必要性を理解できる
6. 介護に関する社会保障の制度、施策についての基本的理解ができる 
7. 他の職種の役割を理解し、チームに参画する能力を養う 
8. 利用者ができるだけなじみのある環境で日常的な生活が送れるよう、利用者ひとりひとりの生活している状態を

的確に把握し、自立支援に資するサービスを総合的、計画的に提供できる能力を身につける
9. 円滑なコミュニケーションの取り方の基本を身につける 

10. 的確な記録・記述の方法を身につける 
11. 人権擁護の視点、職業倫理を身につける

＊ 「介護福祉士養成課程における教育内容の見直しについて」（厚生労働省；2009）より抜粋して作成した。下線は筆者が
加筆した。
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る化」による検討を試み、介護実習を核とした科目
間連携の重要性を述べている。

田家（2010）は、2009 年度から始まった新カリキュ
ラムによる介護実習の課題を明らかにし、実習目標
に沿って効果的な学習ができるよう授業内容を見直
す必要性を述べている。

浦（2015）は、介護福祉教育の変遷をたどり、カ
リキュラム改正の前後における教育のあり方の違い
や普遍的な課題を明らかにしている。介護実習の事
前・事後教育のあり方、教育方法の工夫や教育力の
向上とともに、科目間連携が課題であると指摘して
いる。

2　その他の課程等での科目間連携
介護福祉士養成課程だけではなく、他の養成課程
や大学教育の場でも、科目間連携について注目がな
されている。

皆川ら（2015）は、専門教育科目において複数の
科目が連携することで技術と知識の両面から発展的
な学習効果が得られる授業展開なされてきたことを
背景に、初年次教育においても相互連携を取り入れ
て授業を展開している。そのなかで、大学生らしい
自主性や自律的な学びの態度を確立することが最も
課題となると指摘している。

榊原ら（2017）は、保育士養成における授業内容
の改善として、「現場に即した授業内容を教授する」

「共同で授業を展開していく」などの観点から、科
目間連携の必要性について述べている。

高橋（2017）らは、小学校教員免許の取得を目指
す学生に対し、図工と家庭科の教科間連携の学習プ
ログラムを開発し、授業を展開している。結果とし
て多くの学生が教科間連携の効果を感じられている
として、その有効性を述べている。

谷口・西岡（2017）は、保育者養成教育における
授業展開を、各科目の関連性や連携を意図し、さら
にアクティブ・ラーニングを共通項として構想し実
践を行っている。その結果、科目間連携のためには、
シラバスから共通項を見出し、相乗効果が得られる
ような学習活動を行うことが課題であると述べてい
る。

3　�介護福祉士課程における科目間連携アクティ
ブ・ラーニング

近年大学教育においても注目されるアクティブ・
ラーニングは、中央教育審議会（2012）「新たな未
来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯
学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答
申）」4において、「教員による一方向的な講義形式
の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加
を取り入れた教授・学習法の総称。」と示れ、「生涯
にわたって学び続ける力、主体的に考える力を持っ
た人材は、学生からみて受動的な教育の場では育成
することができない。」と述べられている。

介護福祉士養成教育においても重要な教育のあり
方としてとらえられる。
こうしたアクティブ・ラーニングを介護福祉士教

育課程で教育に取り入れている研究がみられる。
大倉ら（2015, 2016）は、介護福祉士課程の初年

次導入プログラムとして、アクティブ・ラーニング
の手法からマインフォマップを活用した授業展開
や、学生の発表に対する評価方法としてルーブリッ
ク評価を導入している。これらが介護福祉士教育の
質の向上のために必要な教育プログラムになりうる
可能性を示唆している。

高橋（2017）は、授業内でグループ討議や検討を
行った後にロールプレイを実施することで、学生の
主体的学び・創造性が発揮され、次の学習意欲につ
ながるとしている。

4　その他の課程等でのアクティブ・ラーニング
介護福祉士養成課程だけではなく、他の養成課程
や大学教育の場でも、アクティブ・ラーニングにつ
いて注目がなされている。

天池（2016）は、アクティブ・ラーニングの長所（学
生の意欲や問題解決能力の向上）だけではなく、主
体性を強要するという問題を含むものであるとし、
社会構成主義の手法を参考に主体性を発揮できる教
育のあり方を考察している。

浜野（2017）は、社会福祉士の養成教育が、職業
倫理に基づいた価値や判断力をもって実践できる知
識と技術を身につける学習内容が求められるように
なっているとし、アクティブ・ラーニングの方法を
活用して、コミュニティソーシャルワーク演習プロ
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グラムを開発している。
笠原ら（2008）は、講義科目でアクティブ・ラー
ニングを可能にする授業の構造について、社会福祉
専門職教育関連科目における実践から検討してい
る。

村田ら（2016）は、作業療法士養成教育において、
アクティブ・ラーニングの活用度について調査し、
作業療法士としての専門教育に必要な指導観につい
て考察している。そのなかで、アクティブ・ラーニ
ングを効果的に用いるためには、学生に主体性と当
事者意識を持たせることが必要だと述べている。

３．研究方法

1　研究対象：�本学人間福祉学科介護福祉士課程に
所属する 2年生

　　　　　　平成 28 年度 12 名
　　　　　　平成 29 年度 14 名

2　研究期間 : 平成 28年 4月～平成 29年 10月

3　研究方法
ⅰ　春学期に介護の基本Ⅱを開講

平成 28・29 年度ともに単元「その人らしさと生
活ニーズの理解」の講義を行い、要介護高齢者（介
護サービスの利用者 ; 以下、利用者とする）の生き
てきた時代・文化・生活習慣・価値観の違いなどを
知り、個別ケアの重要性を理解した上で、夏休みに
行う介護実習Ⅰで利用者と接する際にいかせるよう
に「調べてみよう都道府県」と「調べてみよう私た
ちが知らない日本の出来事」の課題に取り組む。
ⅱ　夏休みに介護実習Ⅰ（12 日間）を実施

平成 28・29 年度ともに ⅰ で学んだ内容を活用
する。
ⅲ　秋学期に介護の基本Ⅲを開講

平成 28・29 年度ともに介護実習Ⅰでの学びを振
り返り、介護の基本Ⅱで学んだことがどのようにい
かされたか、今後の課題などを話し合うグループ
ワークを行い、その内容も踏まえて各自でレポート
にまとめ、次回の授業時に提出を受け付けた。
ⅳ 　本論において ⅲ のレポートの内容の一部検討
や学習の様子について概観する。

ⅴ　倫理的配慮
該当学生に対し、研究の目的と個人情報の遵守及
び成績評価には一切関係しない等について口頭説明
を行い、同意を得られた平成 28 年度 2 年生 12 名の
うち 10 名、平成 29 年度 2 年生 14 名のうち 14 名（全
員）、合計 24 名を結果・分析の対象とした。

４．結　果

1　本学のカリキュラム
厚生労働省社会 ･ 援護局長通知（2011）において

示されている教育内容にある「介護の基本」と「介
護実習」（前掲表 1）について、本学では以下の通
り開講している。

表 3　本学のカリキュラム
厚労省

教育内容 授業科目名 開講時期

介護の基本

介護の基本Ⅰ 1 年次秋学期

介護の基本Ⅱ 2 年次春学期

介護の基本Ⅲ 2 年次秋学期

介護の基本Ⅳ 3 年次春学期

介護の基本Ⅴ 3 年次秋学期

介護の基本Ⅵ 4 年次春学期

介護実習

介護実習Ⅰ 2 年次夏休み（12 日間）

介護実習Ⅱ 2 年次春休み（18 日間）

介護実習Ⅲ 3 年次夏休み（3 日間）及び
3 年次春休み（25 日間）

＊　　　の部分が本研究の主な対象となる
＊ 実習は主に特別養護老人ホーム・介護老人保健施設
で行う

2　介護の基本Ⅱでの学び
筆者が授業を担当した平成 28 年度・29 年度にお
いては、前述の研究方法に示した講義（7 回に分け
て実施）の後、アクティブ・ラーニングの視点で学
生たちが課題に取り組んだ（表 4）。
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3　介護実習Ⅰでの学び
本学における介護実習は、介護福祉士課程として
の初めての臨地実習である。主な実習内容として

「個々の生活リズムや個性を理解するという観点か
ら、さまざまな生活の場における個別ケアを理解し、
利用者・家族とのコミュニケーションの実施、介護
技術の確認、多職種協働や、関係機関との連携を通
じてチームの一員としての介護福祉士の役割につい

て理解する。特別養護老人ホーム・介護老人保健
施設などの介護保険施設が果たす社会的な役割と、
サービス利用者の特質を理解し、介護ニーズが多様
化している状況での適切な介護サービスの提供の基
礎を学ぶ。」5ことを目的として行う。ここでは日々
の生活支援の中で、一人ひとりの利用者との関わり
をとおしてアセスメントを行う練習も含まれる。

表４　アクティブ・ラーニングの視点で取り組む課題

【スケジュール】
差 1 回　課題の説明　アンケート回答

＊１

　担当分担　　　第 2 回　アンケート結果配布　課題１の発表内情準備（個人作業）
第 3・4 回　課題１の発表　　　　　　第 5 回　課題１の発表内情準備（個人作業）　　　　　第 6・7 回　課題 2の発表

【課題１】調べてみよう都道府県
 ・くじ引きで一人ずつ 3 県または 4 県を担当し、１県について 3 分発表。
 ・レジュメは PowerPointで作成。スライドは 4 枚作成。絵や写真を張り付けて見やすく作成する。
 ・調べてくること
　①都道府県庁所在地・人口・高齢化率　②地理など：河川、山、海、湾、平野、丘陵、湖、都道府県の樹木、気候、建物他

③歴史など：旧国名、名称の由来、出来事他　④名産品：果物、野菜、肉、魚、加工食品、料理、民芸品、工業製品他
⑤出身の有名人：利用者さんが知っていそうな年代の人、歴史上の人物
⑥方言、歌、民謡、民話他　⑦観光名所、温泉、寺社、祭り、世界遺産など
⑧地域の話題・ローカルニュース（2017 年 4 月以降で調べる）　　⑨アンケート結果からいえること
⑩行ったことがある人、住んでいたことがある人は、写真やエピソードの提供にご協力を！
⑪都道府県のＰＲキャッチフレーズ作ろう：スライド 1 枚目に記載
⑫利用者さんとの会話で活用できそうな内容：会話の例
⑬上記内容が示されていれば、その他の内容をプラスすることは大歓迎！

【課題２】調べてみよう私たちが知らない日本の出来事
 ・ くじ引きで２～３人グループをつくり、調べる年代を決めます（大正時代から平成 28 年まで約 10 年毎に区切る）。1グループ

15 分発表。
 ・ レジュメは PowerPointで作成。スライドは 24 枚作成。絵や写真を張り付けて見やすく作成する。レジュメのほかに、イラスト、

動画、音楽、実演 etc. 何でもありですが、いろいろ用意してください！
 ・調べてくること
　①できるだけ１年ごとにどんな年であったか：社会の出来事（政治・経済・事件・病気・流行・遊び・生活ほか）
　②言葉や出来事の説明　③その当時を知る人へのインタビュー　④アンケート結果からいえること

⑤例 90 歳の人が、○歳のころ・・・など　⑥利用者さんとの会話で活用できそうな内容：会話の例
⑦上記内容が示されていれば、その他の内容をプラスすることは大歓迎！

＊ １　アンケート内容：課題１について、都道府県の場所を把握しているか、漢字で正しく表記できるか、白地図を用意し、解答を
求めた。47 都道府県のうち、全ての正解者は 3 名、20 ～ 30の正解者が多くを占め、最も少ない正解は 9 都道府県であった。さら
に各都道府県について「知っていること」「イメージ」「行ったことがある人はエピソードを記入」とする自由記載のアンケートを行っ
た。課題 2については、大正時代から現在にかけておよそ 10 年単位で区切り、その年代のできごとについて「知っていること」「イメー
ジ」について自由記載のアンケートを行った。さらに課題１・２のそれぞれに発表者に対して「知りたいこと：発表者へのリクエスト」
を記入する欄を設けた。

（備考） 春学期 15 回の授業のうち、前半の 7 回が講義、後半の 7 回を上記課題に取り組み、最後の 1 回で全体のまとめを行い、介
護の基本Ⅱで学んだ内容を介護実習Ⅰで活かしてくるようにうながした。また介護の基本Ⅲで振り返りを行う予定であるこ
とを伝えている。下線部分が特に授業内容として重視した点である。
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4　介護の基本Ⅲでの学び
提出されたレポートの中から、担当教員が今後の

授業に役立てる観点から以下の 2 点に注目し、記載
内容を集約する。集約の対象は倫理的配慮で述べた
通り、同意を得られた 24 名の学生レポートである。
なお内容に付記した人数は同様の内容が示されてい
る人数を表記した。
ⅰ　 介護の基本Ⅱで学んだことが、実習で役立った・

活用できた場面について
【肯定的な内容】
・ 会話のきっかけになりコミュニケーションがとれ
た。（22 人）

・ 昔の出来事を調べていたので話が合って、会話が
盛り上がった。（18 人）

・ 知っている都道府県の話題になり、地名や食べ物・
名産品などを覚えていたので、会話が広がったり、
表情が明るくなったり、利用者さんと活発なやり
取りができた。（11 人）

・ 自分が調べた内容以外も、発表を聞いて印象に
残っていたので、役立った。（9 人）

・ 会話が弾むことで、利用者に受け入れてもらえて
いる気がした。（7 人）

・ 戦争や原爆について話してくれる利用者がいて、
授業で発表を聞いて少しわかって実習に行かれた
ので会話をしたり、傾聴しやすかった。（6 人）

・ 実習中、みんなでまとめた発表資料を常に持参し
て休憩時間や一日の終わりに見て、会話に役立て
られるように意識した。（4 人）

【不十分であったとする内容】
・ 調べたけれど、発表を聞いたけれど、きちんと覚
えていなかったので役立たなかった。（18 人）

・ 各地にまつわる歌・民謡や高齢者の方たちが若
かったころの芸能人や演歌など知っておくとよ
かった。（11 人）

・ 〇年生まれの方が△歳ごろの出来事、とわかると、
会話しやすくなる。特にその方が 20 歳前後の頃
が一番話が弾むので、そうした見方で時代の出来
事がわかっていかせると、意味がある。（7 人）

・ 戦争や原爆のことを自分から話題にしていいか
迷った。（5 人）

・ 配布された発表資料を持ち歩いていけど、活用で

きなかった。（5 人）
・ 都道府県名だけではなく、市町村や旧国名など

知っているとよかった。（4 人）
・ 実習したフロアは、認知症の人が多く学んだこと
を会話に役立てられなかった。（3 人）

ⅱ　どのように取り組めばもっと役立ったと思うか
・ 自分のことも話せると会話が弾むが、自分の地元
のことを意外と知らなかったので、話せるように
していきたい。（12 人）

・ 知っていれば会話に役立つことを実感したので、
ただ決められたことを調べたり発表を聞き流すよ
うな受け身にならずに、自分から興味をもって身
につくようにする。（8 人）

・ 住んでいたところや昔のことを話したくなさそう
な人もいたので、話題作りが難しく、そうした時
のコミュニケーション方法を学んでおくとよかっ
た。（7 人）

・ 認知症の方に昔住んでいた所の話題をふると帰宅
願望が出てくることもあり、話題にするタイミン
グが難しかったので、認知症の方とのコミュニ
ケーションも学んでいくべきだった。（7 人）

・ 話題の内容として都道府県や時代の出来事を知る
だけじゃなく、傾聴、反復、要約などコミュニケー
ション技法も身につけていかれたら良かった。（6
人）

・ 通っている大学のことも話せると会話のきっかけ
になるが、大学のある場所のことをよく知らな
かったので、わかっておくべきだった。（5 人）

・ 全国各地を知るだけではなくて、実習施設のある
場所のことも知っていくべきだった。（4 人）

・ 課題の項目をただ調べて資料にしたり、発表も時
間が短いので十分に伝えられなかったり、聞き流
してしまうので、自分なりの注目点をもって調べ
たり、発表するように工夫すると、実習で活用で
きると思う。（3 人）

・ 祝祭日についても話題になるので、日にちや由来
を知っておくといいと思う。（2 人）

・ 中国、韓国、ドイツ、フランスなどで暮らしたり
行ったことのある方たちがいて、世界中を事前学
習では調べられないが、普段の生活から外国のこ
とにも関心をもっておく。（1 人）
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５．考　察
本来、介護実習に直接的に連携する科目として理

解されるのは「介護総合演習」と「介護過程」であ
るが、「介護の基本」としても、表 1の下線部分で
示すように関係性が見られることから、科目間連携
を意識して授業展開を試みた。また、そうして学内
授業で学んだ内容を主体的に実習にいかすためにも
アクティブ・ラーニングの視点を重視した内容で
行っている。「介護の基本Ⅱ」で学んだことを「介
護実習Ⅰ」でいかす⇒「介護実習Ⅰ」で経験し学ん
だことを「介護の基本Ⅲ」で振り返り学習を深める
⇒「介護の基本Ⅲ」で学んだことを「介護実習Ⅱ」
でいかす・・・と、学習が継続していく。
このような観点から今回の課題の提示において
は、以下のような特徴がある。都道府県について調
べる際には、現代ではインターネットなどの普及に
より多くの情報があふれている。しかし、今回の課
題では「グルメマップ」や「観光ガイド」が目的な
のではなく、発表担当地域の理解が一端であり、さ
らには調べたことを利用者とのコミュニケーション
や利用者理解にいかすことである。そのため、実習
で活用できそうな内容としてまとめること、利用者
との会話の例を考えさせることなどを組み込んでい
る（表 4下線部参照）。まだ実習経験のない時点の
学生にとって、利用者の様子を想像しながら会話の
例を考えることは困難であったが、調べたことを会
話でいかそうとする姿勢が多くみられている。

科目間連携、アクティブ・ラーニングの視点を意
識して行ってきた授業を学生のグループワークをと
おして振り返ると、概ね効果的であったことがうか
がえる。一方で、学習の当事者である学生からの意
見により、授業改善の示唆を得る結果となった。

概ね効果的である視点としては、①学生自身が学
内の授業で学んだことを実習で活かすことができた
と実感している点と、②学生の学びを科目間連携を
意識して進めることができまたアクティブ・ラーニ
ングの手法と取り入れることで、実習に活かす力に
つながっている点である。

授業改善の示唆としては、①前述の「どのように
取り組めばもっと役立ったか」にあるように、さら
にアクティブ・ラーニングを進めるための課題内容
や発表方法の精査や、科目間連携を意図した授業で

学んだことのいかし方（資料の活用方法）を具体的
に示すこと、②さらなる科目間連携として、「認知
症の理解」「コミュニケーション技術」などを組み
込んでいく必要性である。①について、授業で課題
に取り組むことがベースとなり、さらに各自の視点
で必要な内容を書き込み自分自身で活用できる資料
としていくことなどが、アクティブ・ラーニングの
視点をさらにいかすことにつながると考える。②に
ついて、本研究においては筆者が担当する科目から
取り組んだ内容であるが、教育の全体像からとらえ
ると、当然求められる内容である。
そこで、福田ら（2013）の示す「介護実習を核と

＊介護が実践の技術であるという性格を踏まえ、
○その基盤となる教養や倫理的態度の涵養に資する「領域 人間と

社会」
○「尊厳の保持」「自立支援」の考え方を踏まえ、生活を支えるため

の「領域 介護」 
○多職種協働や適切な介護の提供に必要な根拠としての「領域 こ

ころとからだのしくみ」
〇医療職との連携のもとで、医療的ケアを安全・適切に実施できる

よう、必要な知識・技術を修得する「領域 医療的ケア」
の４つの領域で教育内容が構成されている。

＊厚生労働省（2009）「介護福祉士養成課程における教育内容の見
直しについて 新しい介護福祉士養成カリキュラムの基準と想定
される教育内容の例」に示された領域の編成に関する図を参考に

「領域 医療的ケア」を加えて筆者が作成

図１　領域・教育内容の関連についてのイメージ
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した科目間連携マップ」を参考に介護福祉士養成教
育内容の全体について科目間連携のイメージを整理
し（図 1）、本研究で取り上げた「介護の基本」「介
護実習」の学習内容の流れを図 2として示す。

おわりに　

本来であれば、介護福祉士養成課程科目の全体像
を俯瞰して、科目間の関係性や科目間連携のあり方
を検討するところであるが、本学着任後 2 年間にわ
たり科目を担当し、学生の学びの様子、成長する姿
を間近にみるなかで、さらなる学習効果を得られる
ような授業の検討は、全体像の一部分に過ぎないも
のであっても、全体像を検討する際の要素の一つに
はなるのではないかと考え、本研究を実施した。

本研究をとおして、①科目間の関係性から科目間
連携を意識することの必要性、②アクティブ・ラー
ニングの有効性を確認することができた。
さらに今後の課題として、①今回得られた結果を

授業の改善に役立てていく、②介護実習Ⅱ・Ⅲにつ
いてもどのようにいかされていくのか継続して取り
組んでいく、③「コミュニケーション技術」「認知
症の理解」も含めて、連携のあり方を考えていく、
④今回は介護福祉士養成における教育内容の全体像

＊「介護実習」を中心に「介護の基本」と学生から指摘のあった「認
知症の理解」の学習の流れを図式化。
矢印　 は、学習の流れを指す。

図２　科目間連携のイメージ

のごく一部の検討に過ぎないため、全体像をとらえ
た検討に発展させていく、等が挙げられ研究を継続
していきたい。
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